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4－12 

ひどい物忘れ 

評価軸 ：③有無 

1.ない 

2.ときどきある 

3.ある 

(1) 調査項目の定義 

「ひどい物忘れ」行動の頻度を評価する項目である。 

ここでいう「ひどい物忘れ」行動とは、認知症の有無や知的レベルは問わない。 

この物忘れによって、何らかの行動が起こっているか、周囲の者が何らかの対応をとらなければな

らないような状況（火の不始末など）をいう。 
 

◆特記事項の例◆ 

買い物の度に近所のスーパーで大量の卵を購入し、冷蔵庫の中には、食べられる量以上の卵が
入れられているため、「3.ある」を選択する。家族は、調理等で冷蔵庫を開けるついでに確認
し、余分な卵があれば捨てているが、大した手間ではないという。 

 

(2) 調査上の留意点及び特記事項の記載例 

電話の伝言をし忘れるといったような、単なる物忘れは含まない。 

周囲の者が何らかの対応をとらなければならないような状況については、実際に対応がとられてい

るかどうかは選択基準には含まれないが、具体的な対応の状況について特記事項に記載する。 

ひどい物忘れがあっても、それに起因する行動が起きていない場合や、周囲の者が何らかの対応を

とる必要がない場合は、「1.ない」を選択する。 
 

◆特記事項の例◆ 

食事をしたことは覚えていないが、しつこく食事を要求するといった行動はないため、「1.な
い」を選択する。 

 

◆特記事項の例◆ 

火を使わないように伝えているが、自分で調理できると思っており、ガスを付けっぱなしにし、
鍋を焦がすことが月に 2～3 回程度みられるため「2.ときどきある」を選択する。家族が気を
つけているが、目を離したすきに火を使うことがある。 

 

(3) 異なった選択が生じやすい点 

対象者の状況 誤った選択 正しい選択と留意点等 

寝たきりで、認知症も

あるが、意思疎通が全

くできない。 

「3.ある」 「1.ない」を選択する。 

「ひどい物忘れ」に起因する行動が生じている

か否かで選択する。 

 

 


